
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告代理人山本敏雄の上告理由第一点について。

　所論の点に関する原審の事実認定は、原判決（その引用する第一審判決を含む。

以下同じ。）挙示の証拠によつて是認するに十分である。そして、原判決が、上告

人主張の融通手形の人的抗弁および亡Ｄが実質的無権利者である旨の抗弁はその認

定事実に照らして採用しがたいものとしてこれを排斥した趣旨であることは、その

判文に徴して明らかである。したがつて、原判決に所論の違法はなく、論旨は採用

することができない。

　同第二点について。

　所論は、本件各手形がいずれも上告人から訴外ＥことＦに対して融通手形として

交付されたことを前提とするものであるが、かかる事実関係は原審において上告人

の主張しないところであるから、論旨は上告適法の理由と認めることができず、採

用することができない。

　同第三点について。

　上告人の主張にかかる融通手形の抗弁は、本件各手形が上告人から亡Ｄに対して

融通手形として振り出されたことを内容とするものであることは、本件記録に徴し

て明らかであるから、原審が所論の内容の釈明をしなかつたからといつて、原審の

措置にはなんらの違法もない。論旨は採用することができない。

　よつて、民訴法四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員の一致で、主文の

とおり判決する。
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